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二
十
年
ぷ
り
の
地
引
き
網
。
 

四
年
ぷ
り
に
見
る
大
鯉
。
 

藤
枝
内
水
面
漁
業

協
同
組
合
五
十
一
一

人
の
組
合
員
に
よ
る

一
家
総
出
の
鯉
捕

り
は
壮
快
だ
。
 

重
さ
が
四
キ
ロ
、
五
キ
ロ
と
体
長

ー
 

メ
ー
ト
ル
近
い
大
物
鯉
に
泥
を
は
ね
ら

れ

一
日
漁
師
は
や
は
り
泥
に
ま
み
れ
た

農
家
に
な
る
。
 

大
正
九
年
、
町
制
施
行
年
か
ら
三
年

お
き
に
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
藤
枝

溜
池
の
鯉
捕
り
は
、
昨
年
の
荒
天
候
で

一
年
延
び
今
年
四
年
ぷ
り
と

な
っ
た
。
 

遠
巻
き
に
し
た
地
引
き
網
を
少
し
ず

つ
狭
ば
め
て
い
く
と
銀
り
ん
の
数
も
増
 

し
、
太
陽
を
反
射
し
て
ピ
チ
ピ
チ
光
る
。
 

気
が
遠
く
な
る
程
の
小
鮒
に
混
じ
っ
て

ゆ
ら
り
と
大
鯉
が
背
を
見
せ
る
と
“
そ

れ
万
ジ
と
ば
か
り
に
手
網
で
捕
獲
。
大
き

な
真
鯉
に
真
黒
な
顔
も
つ
い
ほ

こ
ろ
ぶ
。
 

農
繁
期
を
前
に
、
と
っ
ち
ゃ
も
、
か

っ
ち
ゃ
も
終
日
笑
顔
が

つ
き
な
い
。
 

藤
枝
溜
池
の
鯉
捕
り
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① 金木だより（第245号 
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ニ
＋
年
ぶ
り
で
地
引
き
網
が
引
か
れ
た
鯉
捕
り
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軸慧
漣
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の
災
害
復

旧
費
は
舞
舞
 

鷺
難
難
 ニ
七
カ
所
の
灘
慧
響
 

凍上災害にあったアスファルト道路 

金木だより ② 

災
害
復
旧
事
業
は
、
土
木
、
 

農
業
な
ど
多
種
多
様
に
及
び
そ
 

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
笑
施
さ
れ
ま
 

す
が
、
今
回
の
査
定
対
象
は
、
 

路
面
凍
結
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
 

ト
舗
装
の
災
害
査
定
で
総
延
長
 

認
講
ゾ
（〕
 

が
六
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
 川

倉
地
区
の
町
道
な
ど
二
七
カ
所

に
及
ん
で
い
ま
す
。
 

査
定
は
、
建
設
省
の
専
門
査

定
官
と
大
蔵
省
の
立
ち
合
い
の

も
と
で
、
町
が
事
前
に
県
と
協

議
し
て
作
成
し
た
査
定
設
計
に

基
き
、
現
地
及
び
書
類
を
厳
重

に
調
査
。
実
施
設
計
の
基
本
と

な
る
査
定
金
額
を
算
出
し
ま
す
。
 

災
害
査
定
さ
れ
た
今
回
の
道

路
復
旧
費
は
、
査
定
、
実
施
の
 
 各

設
計
単
価
の
違
い
か
ら
最
終

的
に
は
事
務
費
を
含
め
た

一
億

二
、
 一
〇
〇
万
円
が
見
込
ま
れ
、
 

こ
の
う
ち
約
六
六
％
の
八
千
万

円
程
度
が
国
の
補
助
。
町
の
自

主
財
源
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
財
政
の
都

合
上
、
二
七
カ
所
の
う
ち

一
九

カ
所
を
今
年
度
に
、
残
り
の
八

カ
所
は
翌
年
度
以
降
に
繰
り
延

べ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

真
冬
日
が
多
く
凍
結
深
度
が

四
〇
セ
ン
チ
に
も
達
し
た
今
冬

の
寒
さ
は
除
雪
費
の
三
、
三
〇

〇
万
円
（
6
0年
度
決
算
見
込
）
だ

け
で
な
く
道
路
に
も
被
害
を
与

え
、
雪
国
独
自
の
財
源
が
必
要
 
 と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
融
雪
災
害
の
あ
っ
た

嘉
瀬
大
堰
川
の
災
害
復
旧
査
定

も
近
く
一r
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
 
 か

ら
昨
年
の
八
、
一
O
〇
万
円

を
大
巾
に
上
回
り
積
雪
量
の
多

か
っ
た
今
冬
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
 

豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
的
条
件
で
損
害
の
出
た
道
路
や
 

河
川
の
災
害
復
旧
事
業
で
、
今
冬
の
連
続
真
冬
日
に
よ
る

凍
上
道
路
を
対
象
に
こ
の
ほ
ど
国
の
査
定
が
実
施
さ
れ
、
 

復
旧
総
額
は
一
億
三
〇
〇
万
円
の
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
 

、
，中
拒
本
 

，
‘
 

・
 

〇印今回査定された凍上災害の道路総延長は約6.85Dm 

黛

q
一
般
会
計
実
質
収
支
は
 

鱗
絵
 
五
千
二
百
八
十

一
万
円
の
 

備
び
 
黒

字
見
込
み
 

(
 
 

と
な
っ
て
お
り
、
目
的
別
で
は
、
 

移
転
新
築
し
た
金
木
巾
学
校
工

巾
請
負
費
三
億
八
、
〇
四
二
万

円
を
は
じ
め
と
す
る
総
額
六
億

三
、
四
六
〇
万
円
の
教
育
費
が

昨
年
と
同
じ
く
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
性
質
別
で
は
、
人
件

費
が
二
九

・
二
％
の
八
億
六
、
 

六
三
六
万
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で

投
資
的
経
費
、
補
助
的
経
費
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

尚
、
昭
和
六
〇
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
、
議
会
認
定
後
、
号

を
改
め
て
紹
介
致
し
ま
す
。
 

き
・
 

喫
旧
名
木
町

一
般
会
計
決
算
 

‘
．
才ド
』
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
 

，
‘
ぱ

り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
六
、九
九
三
万
円
の
黒
字
で

こ
の
う
ち
翌
年
度
繰
越
を
除
い

た
実
質
収
支
黒
字
額
は
五
、
一
一

八

一
万
円
の
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
 

ま
と
め
ら
れ
た
決
算
の
収
入

総
額
は
、
昨
年
よ
り
六
、
六
五
 

昭
和
六
十
年
度
金
 

〇
万
円
減
の
三
0
億
四
、
三
〇

〇
万
円
で
こ
の
う
ち
地
方
交
付

税
が
四
五
・
三
％
の
一
三
億
七
、
 

九
〇
〇
万
円
。
自
主
財
源
と
さ

れ
る
町
税
は
昨
年
よ
り
九

・
七

％
の
延
び
を
示
し
収
入
の
一
八

・

四
％
に
あ
た
る
五
億
五
、
九

一

七
万
円
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
し
、
支
畠
総
額
は
、
 

昨
年
よ
り
五
、
八

】
九
万
円
少

な
い
一
一
九億
七
、
三
一
一
万
円
 



金
木
町
長
選
挙
 

胸
月
胸
日
投
票
日
 

名
簿
縦
覧

は
 

1
0月
5
日
 
、6
日
の
ニ
日
間
 

合併後の金木町長選挙投票調 

＼
、

、
  

投票 日 有権者数 投票率 

1
  

30. 4. 7 8.785人 93.9% 

2
  

33. 4. 9 9.032 92.68 

3
  

37. 4. 6 9.545 90.94 

4
  

41. 3.22 9.423 91.23 

に
v
 
 

45. 3.24 9.568 78.38 

6
  

49. 3.21 9.676 別.26 

7
  

53. 3.21 9.999 89.76 

8
  

55. 2.11 10.190 94.78 

9
  

57.10. 3 10.261 87.23 

10 61. 10. 10 10.345 (9月2日現在） 

③ 金木だより 

、、」一’ 

町
村
合
併
後
十
回
目
の
金
木

町
長
選
挙
が
、
現
古
川
竹
夫
町

長
の
任
期
満
了
（
十月
三
十
日
）
 

に
伴
い
十
月
十
日
の
投
票
日
と

し
て
告
示
さ
れ
ま
す
。
 

金
木
町
長
は
、
町
村
合
併
後

現
職
を
含
め
て
六
人
、
九
代
に

よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
今
回
の

選
挙
で
十
代
目
と
な
り
ま
す
。
 

十
月
十
日
の
投
票
日
を
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
で
選
挙
事
務
 
 を

進
め
て
い
ま
す
が
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
有
権
者
と

し
て
の
資
格
要
件
は
、
基
準
日
 

（十
月
三
日
）
か
ら
三
カ
月
前
 

（七
月
三
日
以
前
）
に
金
木
町
に

住
民
票
が
あ
り
、
し
か
も
昭
和

四
十
一
年
十
月
十
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
実
際
金
木
町

に
在
住
し
て
い
て
も
、
住
民
票

の
登
録
が
な
い
方
ゃ
、
転
出
先
 
 か

ら
金
木
町
に
住
民
票
を
移
し

て
い
な
い
方
は
選
挙
権
が
あ
り

ま
せ
ん
。
 

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
は
、
十
月
五
H
 

、
六
日
の
二
日
間
、
午
前
八
時

ニ
ト
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
町

選
挙
管
理
委
員
会
室

（役
場
一
一

階
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

方
で
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
 

不
在
者
投
票

（
十月
五
日
か
ら

九
日
ま
で
）
に
よ
り
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
不
在
者
投
票
に

よ
る
投
票
用
紙
の
請
求
を
し
な

・

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
決
め
 
 ら

れ
た
用
紙
に
よ
り
請
求
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
投

票
当
日
の
住
所
や
連
絡
先
な
ど

を
は
握
の
上
、
印
鑑
を
持
参
し

て
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
出
稼
ぎ
な
ど
で

町
外
に
滞
在
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
家
族
の
人
が
代

っ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

郵
送
期
間
を
考
慮
し
て
早

目
”
てm
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

金
木
町
 

消
く
正
し

く
 

美
 
し
 く
 

金
小
ー
ハ年
 
福
士
 
智
子
 

h
U
 

今
日
も
み
て
 

明
日
も
み
て
 

決
め
よ
う
こ

の
一
票
 

詳
不
荏
者
投
票
の
請
求
は
一早
臣
一
管
琴奪
 

み
ん

な
そ

ろ
っ

て
1
0月
1
0日
 

投
西
ホ
所
へ出
か
け

ま
し
ょ

・
つ
 

金
小
六
年
 
藤田
真
紀
子
 

私
た
ち

の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
 

金
木
町

選
挙
管
理
委
員
会
。
 

金
木
町

明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
。
 

町
づ
く
り
 

明
る
い
選
挙
 

み
ん
な
の
期
待
 

金
小
六
年
 
荒関
 
直
子
 

パ

v
 

町
づ
く
り
 

基
礎
に
な
る
の
は
 

明
 
る
 
い
 選
挙
 

金
小
六
年
 
吉
田
 
幸
子
 
 

明
る
い
 

町
を

つ
く
る
 

大
事
な

選
挙
 

金
小
六
年
 
荒
井
 
千
加
 nd

 

消
く
正
し

く
 

明
る
い
選
挙
 

金
小
六
年
 
秋
元
麻
木
子
 
 

く
れ
な
い
 

も
ら
わ
な
い
 

明
日
を
築

く
 

正
し

い

一
票
 

金
小
六
年
 
斉
藤
 大
啓
 。し

 
 

。
ン・
）
 

自
分
で
 

決
め
よ

う
 

自
分
の
一

票
 

金
小
六年
 
大
橋
ゆ
か

り
 



金木だより ④ 

「昭
和
八
年
、
秋
も
だ
ん
だ
ん
深
く
な
る
頃
、
県
庁
内
で

田
村
農
政
課
長
が
中
心
に
な
り
、
県
内
に
窓
の
大
き
な
新
し

い
住
宅
を
造
り
水
田
五
反
、
畑
二
町
五
反
、
宅
地
二
反
位
を

一
戸
に
与
え
入
植
さ
せ
、
新
し
い
村
を
造
ろ
う
と
計
画
し
、
 

当
喜
良
市
村
、
西
津
軽
郡
館
岡
村
、
出
来
島
な
ど
何
か
所
も

候
補
地
に
見
立
て
て
い
た
。」
ー
 
更生
部
落
新
岡
清
士
さ
ん
 

（
故
人）
の
手
記
よ
り
。
 

困
窮
を
強
い
ら
れ
農
作
業
の
す
べ
て
が
人
馬
一
体
。
生
産

基
盤
も
安
定
し
な
い
時
期
に
従
来
の
農
業
経
営
及
び
農
村
制

度
の
欠
陥
を
是
正
し
、
新
た
な
土
地
を
求
め
て
理
想
的
農
村

形
態
実
現
を
目
ざ
す
「
昭
和
更
生
部
落
」
。協
同
組
織
に
よ
っ

て
技
術
、
経
済
両
面
の
実
績
を
上
げ
る
と
い
う
当
時
と
し
て

は
、
画
期
的
な
農
業
の
モ
デ
ル
事
業
と
言
わ
れ
ま
す
。
 

以
下
は
更
生
部
落
の
開
拓
史
で
す
。
 

昭
和
初
期
、
移
住
部
落
の
創

設
は
山
形
県
の
萩
野
、
群
馬
県

赤
城
山
麓
な
ど
で
実
例
し
て
い

ま
し
た
が
、
青
森
県
の
計
画
し

た
“
昭
和
更
生
部
落
一
は
単
な

る
移
住
部
落
で
な
く
、
従
来
の

農
村
制
度
そ
の
も
の
も
新
し
い

組
織
制
度
に
変
え
、
不
安
定
な

農
家
経
済
の
更
生
の
模
範
と
な

る
べ
き
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
部
落
設
計
も
慎

重
に
行
わ
れ
、
高
台
に
引
用
す

る
水
利
の
現
地
調
査
な
ど
計
画
 

開
墾
、
水
利
、
建
物
の
位
置
、
 

道
路
、
生
産
、
販
売
基
盤
な
ど

す
べ
て
の
計
画
が
会
議
に
か
け

ら
れ
決
定
し
、
い
よ
い
よ
喜
良

市
村
の
原
野
約
百
二
十
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
に
県
下
の
市
町
村
か
ら
入

植
者
を
募
集
。

一
次
、
二
次
と

九
十
余
名
の
応
募
者
の
中
か
ら

四
十
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

コ
ー十
五
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で
の
農
業
経
験
を
持
ち
、
労

働
力
が

一
家
で
三
人
以
上
と
い

う
条
件
で
二
回
も
面
接
試
験
を
 

に
は
お
よ
そ

一
年
問
を
要
し
た

！

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
中

か
ら
喜
良
市
の
原
野
を
視
察
し
、
 

開
墾
適
地
と
し
て
第
一
候
補
に

決
定
。
早
速
、
原
野
の
開
墾
、
 

水
利
な
ど
の
現
地
調
査
が
十
一
一

月
半
ば
か
ら
吹
雪
の
頃
ま
で
行

わ
れ
た
」
と
実
施
計
画
に
つ
い

て
当
時
の
貴
重
な
資
料
（
田
村

落
「
更
生
部
落
に
つ
い
て
」
藤

本
秀
雄
さ
ん
所
有
）
に
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
 
 

し
た
。
試
験
は
、
稲
の
品
種
な

ど
身
近
な
も
の
を
質
間
さ
れ
た

が
熱
意
の
程
を
聞
か
れ
た
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。」
I
桜
庭
英
三

さ
ん

（
七
十
八歳
）
。
 
「
田
五
反
、
 

畑
二
町
五
反
に
住
宅
付
き
が
魅

力
で
入
植
し
た
。
自
作
農
資
金

千
百
九
十
円
の
二
十
五
年
返
済

は
、
年
約
四
百
数
十
円
の
償
還

で
し
た
が
、
は
じ
め
の
う
ち
年

収
も
上
が
ら
ず
大
変
で
し
た
。」
 

I
今
忠
吉
さ
ん

（
七
十
六
歳・

昭
和
九
年
、
こ
れ
ま
で
の
凶

作
を
よ
そ
に
農
業
に
期
待
を
か

け
た
四
十
戸
が
住
宅
の
完
成
を

契
機
に
入
植
。
土
づ
く
り
の
第

一
歩
は
開
墾
作
業
か
ら
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
 

ま
っ
た
く
の
原
野
を
刈
り
払

い
当
時
日
本
に
数
台
と
い
う
六

十
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
荒
お

こ
し
、
そ
の
跡
は
ト
ガ
、
マ
ト

ガ
の
農
工
具
を
使
っ
た
人
力
に

よ
る
手
作
業
。
根
の
か
ら
み
つ

い
た
土
の
固
り
を
ほ
ぐ
す
一
家

総
出
の
仕
事
は
、
自
分
の
土
地

だ
と
す
る
自
覚
と
収
穫
の
夢
を

託
し
て
春
か
ら
秋
ま
で
延
々
と

続
き
ま
し
た
。
あ
ら
ま
し
の
開

襲
を
終
え
た
の
は
背
景
の
中
山
 
 山

脈
も
紅
葉
し
は
じ
め
出
し
た

頃
。
「昭
和
九
年
の
春
、
男
だ
け

が
最
初
に
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
入
植
し
、
十
月
頃
住
宅
の
完

成
を
待
っ
て
一
家
を
構
え
た
。
 

開
墾
は
皆
黙
々
と
働
き
、
今
で

は
想
像
も
つ
か
な
い
。
大
根
を

一
番
に
作
付
し
て
“た
く
あ
ん
ー
 

を
作
り
、
弘
前
の
第
八
師
団
に

送
っ
た
も
の
だ
。」
廿岡
田
久
吉

さ
ん

（
八十
歳
）
。
「当
時
一
番

困
っ
た
の
は
、
つ
ら
い
開
墾
作

業
で
な
く
、
食
糧
で
し
た
。
イ

モ
や
大
根
を
混
ぜ
た
ご
飯
が
主

食
で
、
お
か
ず
は
、
た
く
あ
ん
。
 

h
ら
 
事
め
 

当
時
安
か
っ
た
餌
や
鮫
な
ど
の
 
 魚

は
正
月
だ
け
で
し
た
。
子
供

た
ち
に
は
難
儀
を
か
け
た
と
思

い
ま
す
。」
廿成
田
泰
三
さ
ん

（
 

七
十
四
歳
）
。
「住
宅
は
、
快
適

で
し
た
。
六
畳
と
八
畳
の
畳
の

敷
い
た
部
屋
と
台
所
、
馬
屋
、
 

作
業
場
、
総
ヒ
バ
で
丈
夫
だ
し
、
 

窓
が
大
き
い
の
で
と
て
も
明
る

い
と
思
い
ま
し
た
。」I
成
田
さ

づ
さ
ん

（七
十
一
歳
、
夫
婦
で

健
在
）
。
 

こ
れ
ま
で
の
カ
ヤ
葺
屋
根
と

違
っ
た
柾
葺
の
住
宅
も
、
田
も

畑
も
ほ
し
か
っ
た
土
地
す
べ
て

が
自
分
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
 

…
入
植
者
総
出
で
秋
ま
で
 

.:
:

‘
か
か
「
た
開
墾
作
業
．..
.
 

.
 
．
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,
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．
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県
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で
作
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」
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集
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当時の産業組合前での記念写真 

(
 

(
 



和更生部落』 

⑤ 金木だより 棚川川Ilitlullo ー・ 

収入 448円93銭 

支出 331円85銭 

（ただし、農薬などの事業費は含れていない） 

昭和10年の年間家計簿（一戸当り平均） 

産
業
組
合

（
昭和
二
十
一
年

頃
喜
良
市
農
協
に
合
併
）
を
組

織
し
、
神
社
を
建
立
し
、
共
同

作
業
場
や
倉
庫
も
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
開
墾
早
々
の
土
地

は
、
思
う
よ
う
な
収
穫
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
数
年
間
は

自
給
自
足
の
生
活
。
昭
和
十
四

年
頃
に
は
、
現
在
畑
作
の
基
幹

と
な
っ
て
い
る
葉
た
ば
こ
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
思
う
に

ま
か
せ
ず
、馬
鈴
薯
、西
瓜
、
菜

種
が
主
産
物
。な
か
で
も
“イ
モ

部
落
一
と
呼
ば
れ
た
馬
鈴
薯
の

収
量
は
予
想
に
反
し
て
大
豊
作

と
な
り
、
 一
年
に
約
一
万
俵
の
 
 出

荷
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

「十
三
年
頃
電
力
に
な
っ
て

か
ら
始
め
て
揚
水
し
た
と
思
い

ま
す
。
何
し
ろ
“
プ
ル
ド
ー
ザ
 

ー
ー
な
ど
な
か
っ
た
時
で
す
か

ら
、
そ
の
水
持
ち
の
悪
い
事
と

言
っ
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
る
で
 

“ザ
ル
ー
に
水
を
入
れて
い
る
よ

う
な
も
の
で
し
た
。
（
中
略）
従

っ
て
米
の
少
な
く
と
れ
る
者
ほ

ど
、
畑
か
ら
金
を
上
げ
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。」
と
新

岡
さ
ん
の
手
記
。
米
は
自
給
程

度
の
収
量
し
か
望
め
な
い
た
め
、
 

一
戸
当
り
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
い
畑
に
主
力
を
お
き
、
馬

鈴
薯
、
大
豆
、
菜
種
、
す
い
か
、
 

大
根
、
小
豆
、
南
瓜
、
白
菜
、
 

小
麦
な
ど
あ
ら
ゆ
る
野
菜
の
作

付
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

「終
戦
当
時
の
物
の
無
い
と

き
、
部
落
に
だ
け
は
野
菜
が
豊

富
で
し
た
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
買

い
入
れ
に
来
た
も
の
で
す
。」
と

新
岡
ナ
ミ
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
 

は
自
給
自
足
の
強
み
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
更
生
部
落
も
終
戦
を
契

機
に

一
変
し
、
こ
れ
ま
で
の
自
 
 作

農
資
金
の
返
済
を
部
落
集
会

所
と
共
同
作
業
所
な
ど
の
売
却

で
一
掃
。
四
十
戸
の
入
植
者
は

こ
れ
ま
で
の
返
済
資
金
を
運
転

資
金
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

4
●
 
ふ
 

冬
は
男
が
営
林
署
の
柚
夫
と

し
て
日
給
八
十
銭
で
働
き
、
女

は
縄
ゃ
む
し
ろ
作
り
を
共
同
で

行
う
貧
乏
暇
な
し
の
一
年
が
続

き
ま
し
た
。
 

昭
和
四
ト
年
頃
の
軌
道
に
乗
 

る
ま
で
入
植
者
た
ち
の
心
の
支
 

え
と
な
っ
た
の
が
、
小
河
正
儀
 

長
官
（
知
事
）
の
大
書
き
さ
れ
 

「当
時
入
植
し
た
人
遠
は
、
 

鍬
で
お
こ
し
、
や
っ
と
馬
で
ハ

ロ
ー
か
け
し
た
り
し
た
も
の
で

す
。
動
力
耕
転
機
も
な
く
ト
ラ

ク
タ
ー
も
な
く
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
 

も
利
用
で
き
な
か
っ
た
時
代
で

す
。
入
植
当
時
の
苦
労
話
な
ど

話
し
て
も
、
誰
も
耳
を
か
す
人

は
な
い
。」
と
新
岡
さ
んの
手
記

は
結
ん
で
い
ま
す
。
 

農
村
経
済
更
生
施
設
の

ー
つ
 
 た

“百
万
一
心
自
力
更
生
％
 

県
の
計
画
ど
お
り
八
戸
で
一

組
の
共
回
組
織
が
作
業
の
う
え

か
ら
も
効
率
的
で
自
給
自
足
の

生
活
で
は
物
々
交
換
の
場
と
な

り
、
相
談
相
手
と
も
な
っ
て
現

在
で
も
新
戚
以
上
の
付
き
合
い

が
続
い
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
 

現
在
、
部
落
背
年
団
長
の
工

藤
義
誠
さ
ん
（
二
十
九
歳
）
は
 

「苦
労
話
な
ど
は
あ
ま
り
聞
き

ま
せ
ん
。
で
も
毎
日
の
機
械
を

使
っ
た
農
作
業
を
通
し
て
で
も

わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

時
代
が
変
っ
て
も
更
生
部
落
は
、
 

更
生
部
落
の
農
業
が
あ
り
、
そ

れ
を
継
承
し
、
最
善
を
尽
く
す

だ
け
で
す
。」
と
き
っぱ
り
農
業

後
継
を
白
負
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

と
し
て
昭
和
八
年
に
県
案
で
創

設
さ
れ
た
“
昭
和
更
生
部
落
％

四
十
戸
、
百
八
十
五
人
の
入
植

で
作
ら
れ
た
部
落
が
現
在
四
十

九
戸
、
二
百
二
十
一
人
。
 五
十

五
歳
前
後
が
二
世
、
入
植
当
時

の
三
十
歳
前
後
が
三
世
と
な
っ

て
お
り
、
五
十
二
年
町
の
土
と

の
闘
い
を
二
億
円
農
業
と
な
っ

た
葉
た
ば
こ
栽
培
に
託
し
て
い

ま
す
。
 

“百万ー心自力更生”の大書を前に現在の入植者 

内 訳 

E食費 173円31銭 52.2% 交際費 12円56銭 3.8% 

副食費 27円‘7銭 8.3% 会 費 50銭 0.2% 

被服費 16円84銭 5.0% 住居費 13円48銭 4.1% 

諸税費 1円81銭 0.5% 光熱水費 34I'J47銭 10.4% 

教育費 2円 6銭 0.6% 家具等 4円61銭 	1.4% 

社寺費 1円63銭 0.5% 娯楽費 5円31銭 	1.6% 

次療費 5円21銭 1.6% 噌好費 13円69銭 4.1% 
雌 婚 
鄭祭費 3円50銭 1.1% 修養費 1円 2銭 0.3% 

雑支出 14円38銭 4.3% 

エ藤義誠さん 

J
・・

現在
は
ニ
億
円
農
業
の
マ
」
％

・
 

「A
Aい
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プ葉
だ
ば
こ
栽
培
り
．
 



「あ
い
さ
つ
運
動

」
 
什金
木
町教
育委
員
会

ー
 

〇
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

“お
は
よ
う
（
 

〇
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 
“

お
は
よ
う
）
 

〇
学
校
で
、
職
場
で
 

“お
は
よ
う
”
 

ク
ッ
キ
ン
グ
⑥
 

クよ
う
し
も
ち
ク
 

」
 

画
 

一
 

k
 。
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一
 

中柏木原 田 富枝さん 

TE[ (52-4016) 

横
 
綱
林
 
町
 
西村
 
ふ
よ
舶
 

東
 大

 
関
蒔
 
田
 黒
滝
善
之
助
飼

関
 脇
寺
 
町
 高
橋
 
常
作
0
2
 

小
 結
小
川
町
 新
岡
 
た
け
助
 

前
頭
一
神
 
原
 前
田
 
タ
ョ
助

同
二
畑
 
中
 土
岐
 
志
よ
囲

同
三
昭
和
卿
 
浜
田
 
き
せ
囲

同
四
若
松
町
 
太
田
 
助
七
0
0
 

同
五
向
 道
 
白
川
 
ふ
よ
囲
 

同
六
神
明
町
 葛
西
 
き
な
0
0
 

同
ヒ
派
立
帥
 小
野
 
た
き
関

同
八
朝
日
町
 小
山
内
タ
ョ
関

同
九
派
立
卿
 
浜
田
 
さ
き
関

同
＋
柏
木
町
 今
 
謙

光
関
 

同
十
一
更
・
生
 葛
西
 
つ
よ
舶

同
士
】
林
 
町
 米
谷
 
ゆ
わ
圏

同
十
三
林
 
町‘
今
 
こ

と
圏

同
十
四
神
 
原
 前
田
 
ふ
ゆ
圏

同
十
五
下
古
町
 小
山
内
き
そ
圏
 

金
木
町
 
長

寿
者
番

付
 

I
I
I
h《
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐぐI
I
ぐ
“き
I
I
“《
ぐ
一
 

h
《
ぐ
ぐ
I
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I
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横
 
綱美
晴
町
 浅
木
 
似
知
舶
 

西
 大

 
関
柏
木
町
 
古川
 
と
み
囲
 

関
 
脇林
 
下
 中
谷
 
み
の
0
2
 

 

小
 結
湯
の
川
 
泉
谷
豊
次
郎
0
2
 

前
頭
一
湯
の川
 
山
谷
 
き
く
即
 
同
六
鍛
治
町
 須
崎
 
り
せ
岡
 

同
ニ
東
 
町
 
棟
方

同
三
鍛
治
町
 
津
田

同
四
後
 
町
 
黒
川

同
五
柏
木
町
 
今
 

同
七
女
 坂
 
其
田
 
さ
わ
別

同
八
朝
日
町
 角
田
 
サ
ト
別

同
九
下
 
町
 桑
田
初
五
郎
四

岡
十
温
の
川
 
関
本
 
く
り
闘
 

さ
な
囲

孫
市
舶

ふ
に
囲

と
め
舶
 

九
月
一

日
現
在
 

同
十
一
浦
 
町

同
十
二
田
 町

同
十
三
湯
の川

同
十
四
下
新
町

同
十
五
北
本
町
 

新
岡
 
つ
る
別

田
村
 
な
里
圏

今
 
な

よ
圏

木
下
 
つ
ね
圏

奈
良
 
勝
雄
舶
 

・・・“ ",lIuI川川川川~金木だより ⑥ 

会 に 
し 町敬 

・編春雛熱I鷺 
最長寿者は西村さん（96才）曹Iミ 

で に前 

「金
木
町
敬
老
大
会
」
が
開
か

れ
、
八
十
歳
以
上
の
長
寿
者
夫

婦
三
組
の
ほ
か
長
寿
者
五
十

一

名
を
顕
彰
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
 

し
た
。
 

大
会
は
、
約

四
百
人
の
お
年

寄
り
が
参
加
し

て
国
歌
斉
唱
と

黙
と
う
の
あ
と
、
 

古
川
竹
夫
町
長

が
、
「
こ
れ
ま
で

培
か
っ
た
歴
史

の
背
景
は
皆
さ

ん
の
知
識
と
経

験
の
お
か
げ
、
 

こ
れ
か
ら
も

一
 
 

層
磨
き
を
か
け
て
地
域
づ
く
り

に
老
人
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
く

だ
さ
い
。」
とあ
い
さ
つ
。
今
年

九
十
六
歳
を
迎
え
た
町
最
長
寿

者
の
西
村
ふ
よ
さ
ん
な
ど
五
十
 
 

一
人
、
三
夫
婦
に
顕
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
沢
田
茂

町
議
会
議
長
ら
の
祝
福
を
受
け
、
 

顕
彰
者
を
代
表
し
て
工
藤
源
三

郎
さ
ん
（
八十
二
歳
）
が
「
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
長
寿

に
努
め
ま
す
。
」
と謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
顕
彰
を
受
け
た
今
年

九
十
歳
を
迎
え
た
太
田
助
七
さ

ん
は
、「長
生
き
す
れ
ば
い
ろ
ん

な
こ
と
に
出
会
う
が
表
彰
は
と

て
も
う
れ
し
い
。
 こ
れ
か
ら
も

食
事
な
ど
に
気
を
つ
け
て
長
寿

に
努
め
ま
す
。
」
と
顕
彰
を
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
 
 

姉
 
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
 

』
ば
れ
る
普
な
が
ら
の
“
よ
う
し
 

「
も
ち
）
原
田
さ
ん
に
工
夫
を
凝

叶
ら
し
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

』
 

7
け
？
 
叫『
 
（一
一
」
ー
圧
固
み
ン
 

「
う
る
ち
の
粉
…

ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
 

ー
さ
ら
し
あ
ん
 
五
百
グ

ラ
ム
 

）
砂
糖
 

五
百
グ
ラ
ム
 

α
塩
 

少
々
 
 も

み
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
 

②
盃
に
●
を
つ
め
て
形
を
整
え

て
型
を
と
り
、
湯
気
の
立
っ
た

蒸
し
器
に
入
れ
、
2
0分
ぐ
ら
い

蒸
し
て
畠
来
上
り
で
す
。
 

▽
コ
ツ
と
応
用
 

さ
ら
し
あ
ん
が
コ
ツ
で
盃
で

形
を
と
る
場
合
、詰
め
す
ぎ
る
と

形
が
く
ず
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
“よ
う
し
も
ち
〉
を
ラ
ッ

プ
で

一
個
一
個
包
ん
で
冷
凍
に

し
て
お
く
と
食
べ
た
い
時
、
も

う

一
度
蒸
し
直
し
て
食
べ
ら
れ

ま
す
。
 

古川町長から顕彰を受ける長寿者 

凧
①

っ
る
ち
の
粉
に
さ
ら
し
あ
ん
 

『
砂
糖
、
塩
を
加
え
て
、
3
0分
ぐ
 

ー
ら
い
湿
り
気
が
出
る
ま
で
手
で
 



(
~
 

芦
野
児
童
動
物
園
に
こ
の
ほ

ど
、
県
内
の
動
物
園
で
は
初
め

て
と
い
う
ヒ
グ
マ
の
子
供
二
頭

が
仲
間
入
り
し
、
訪
れ
る
子
供
 

神 原 

19歳 B型 魚座 

秋元英公子さん 

を
続
け
て
米
ま
し
た
が
、
 

こ
の
ほ
ど
古
里
の
思
い
を

込
め
た
“
吹
き
だ
ま
り
一

で
デ
ビ
ュ
ー
。
全
国
縦
断

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
に
同
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
た
も
の
で
、
 

突
然
の
来
訪
に
お
年
寄
り

も
び
っ
く
り
し
、
プ
ロ
の

の
ど
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
 

歌手三田 圭ニさん

福祉センターに 

⑦ 	金木だより 川II川川IIIIII 	 

さ
る
八
月
二
十
七
日
、
町
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
か
ら
盛
ん

な
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
 

同
チ
ー
ム
は

一
昨
年
の
第
ジ
ー
 

同
大
会
で
も
優
 

勝
し
て
お
り
、
 

ド
・
 
今
回
で
二
回
H
 

の
快
挙
、
パ
レ
 

ー
ド
は
、
個
人

戦
優
勝
の
沢
田

明
伸
君
、
準
優

勝
の
原
田
治
君

を
は
じ
め
、
山

中
幸
樹
君
、
小

松
健
春
君
、
鳴

海
匡
洋
君
、
千
 

葉
行
誠
君
の
六

人
が
、
ジ
ー
プ

二
台
に
分
乗
し
、
 

同
小
の
鼓
笛
隊

を
先
頭
に
町
内
 
 た

ち
に
早
く
も
愛
き
ょ
う
を
振

り
舞
い
て
い
ま
す
。
 

仲
問
入
り
し
た
二
頭
の
ヒ
グ

マ
は
白
っ
ぽ
い
方
が
“
ョ
ン
ち

ゃ
ん
”
、里
一
っぽ
い
の
が
“
ロ
ク

ち
ゃ
ん
”
で
と
も
に
雌
。
秋
田

県
阿
仁
町
周
辺
で
進
め
ら
れ
て

い
る
映
画
 
「イ
タ
ズ
ー
熊
ー
」
 

の
主
人
公
を
演
じ
、
こ
の
ほ
ど

撮
影
が
終
了
し
た
た
め
町
で
譲

り
受
け
た
も
の
で
す
。
 

を

一
周
。
町
民
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
、
嘉
瀬
公
民

館
で
祝
勝
会
も
開
か
れ
、
古
川

町
長
ら
が
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。
 

一
 

“
ョ
ン
ち
ゃ
ん
ー
と
“
ロ
ク

ち
ゃ
ん
〉
は
、
以
前
サ
ル
山
だ

っ
た
と
こ
ろ
を
早
速
住
居
に
提

供
さ
れ
人
慣
れ
し
て
い
る
た
め
、
 

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
走
り
寄
っ

て
く
る
な
ど
元
気
に
遊
び
回
っ
 

て
い
ま
す
。
 

周
辺
に
は
開
園
当
初

か
ら
ッ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が

い
ま
す
が
、
ヒ
グ
マ
の

登
場
は
、
県
内
の
動
物

園
で
も
初
め
て
で
、
し

か
も
県
内
に
は
、
個
人

所
有
の
も
の
が
四
頭
と

名
前
の
割
に
は
大
変
め

ず
ら
し
い
動
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

町
内
の
洋
品
店
へ
勤
め
て
十

八
ケ
月
目
に
な
り
ま
し
た
。
 

主
に
レ
ジ
係
で
す
が
、
販
売

も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
金
額
が

合
わ
ず
先
輩
に
よ
く
注
意
さ
れ

ま
し
た
が
、
厳
し
い
先
輩
に
見
 
 

帰
り
は
ア
ル
コ
ー
ル
も

一
寸
入

れ
て
外
食
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
。
 

休
日
は
、
ド
ラ
イ
ブ

（
こ
の

前
初
め
て
県
外
へ
飛
び
畠
し
、
 

田
沢
湖
や
十
二
湖
を
見
て
廻
り

ま
し
た
。
）
映画
（
最
近
見
た
の

は
ビ
ー
バ
ッ
プ
）
レ
コ
ー
ド
鑑

賞
（
安
全
地
帯
が
好
き
で
、
玉

股
浩
二
が
理
想
の
タ
イ
プ
で
す
）
 

テ
ニ
ス
等
多
忙
で
す
。
 

町
内
に
、
図
書
館
の
よ
う
な

静
か
で
落
ち
着
け
る
場
所
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
 

福
島
県
郡
山
市
で
開
か
れ
た
 

「第

5
回
東
北
学
童
相
撲
大
会
」
 

で
嘉
瀬
小
学
校
チ
ー
ム
が
団
体
、
 

個
人
の
完
全
優
勝
を
成
し
遂
げ
 

嘉
瀬
小
相
撲
部
 

優
勝
パ
レ

・
 

×
中
央
老
人
福
祉
セ
ノ
ター
に
さる
八
月
二
十七
日
、金
ツ
 

町
出
身
の
歌
手
、
三
田
圭
二
さ
ん
（
三
一
歳
）
・
本
名
長
利

育
彦
さ
ん
I
が
ひ
ょ
っ
こ
り
訪
れ
、
プ
ロ
の
歌
で
お
年
寄
り

を
激
励
し
ま
し
た
。
 

三
田
さ
ん
は
吉
幾
．.．さ
ん
と
同
じ
嘉
瀬
山
身
で
、
四
十
八

年
金
木
高
校
を
卒
業
後
上
京
。
プ
ロ
を
目
指
し
て
レ
ッ
ス
ン
 

え
た
の
も

ー
ケ
月
。
今
で
は
も
 

、つ
 

。
 

ま
ご
こ
ろ
と
感
謝
の
気
持
ち

で
、
お
客
さ
ん
に
接
し
自
然
に

振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

終
え
て
ボ

ー
リ
ン
グ
場
へ
行
き
、
 



言
麟
鋤
一
所

L'
 

お
め
で
ど
う
 

灘

」出
 

”
凱
糖り
 

鱗
窓

曹
 

正
治隆

 

隆
弘

喜

一

明
彦

信
夫

清
治
 
喜
良
市
 

神
 

金嘉川 金 金神

木 瀬倉 木木原 

1
1
才
 

7
7
才
 

3
4
才
 

9
3
才
 

8
1
才
 

6
5
才
 

喜
良
市
 

嘉 金

瀬木 

嘉 金 金

瀬木木 

"“川川山皿川 金木だより ⑧ 

、 

一
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
乳
ガ

ン
・
甲
状
腺
（
昨
年
よ
り
胆
石

症
の
超
音
波
検
査
も
追
加
）
の

集
団
検
診
は
受
診
率
も
向
上
し

て
き
て
お
り
、
非
常
に
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。
わ
が
国
の
女
性

の
ガ
ン
の
死
亡
原
因
は
胃
、
子

宮
な
ど
に
次
ぎ
、
乳
ガ
ン
は
第

五
位
で
年
間
四
千
人
以
上
の
方
 

ま
ず
自
己
検
診
の
コ
ツ
は
、
 

生
理
の
後
に
必
ず
行
う
こ
と
で
、
 

閉
経
後
の
人
は
毎
月
一
定
の
日

を
決
め
て
実
施
す
る
の
が
大
切

で
す
。
以
下
は
具
体
的
な
手
順

で
す
。
 

」
 
鏡
の
前
に
立
っ
て
 

m
左
右
の
乳
房
は
同
じ
形
か
、
 
 

が
死
亡
し
て
お
り
、

1
0、
2
0
年

後
に
は
乳
ガ
ン
が
女
性
の
ガ
ン

死
の
ト
ッ
プ
に
な
る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

乳
ガ
ン
は
初
期
段
階
か
ら
自

分
で
発
見
で
き
る
数
少
な
い
ガ

ン
の

ー
つ
で
す
。
そ
こ
で
乳
ガ

ン
の
自
己
検
診
法
に
つ
い
て
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

乳
頭
の
向
き
は
同
じ
か

②
乳
房
の
ど
こ
か
に
く
ぼ
み

や
ひ
き
つ
れ
は
な
い
か

⑧
乳
頭
（
乳
首
）
の
へ
こ
み

や
湿
疹
な
ど
は
な
い
か

…
但
し
昔
か
ら
の
も
の
は

心
配
あ
り
ま
せ
ん
 

岡
こ
れ
ら
の
こ
と
を
胸
を
張

っ
た
状
態
、
少
し
前
か
が

み
の
状
態
、
両
手
を
上
に

上
げ
た
状
態
で
そ
れ
ぞ
れ

観
察
す
る

（
図
①）
 

乙
 
寝
こ
ろ
ん
で
（
乳
房
の
大

き
い
人
は
肩
の
下
に
タ
オ

ル
な
ど
を
入
れ
る
）
 

m
ま
ず
左
腕
を
体
の
脇
に
つ

け
、
右
手
の
親
指
以
外
の

指
を
そ
ろ
え
、
左
の
乳
房

全
体
を
外
側
か
ら
内
側
へ

と
ま
ん
べ
ん
な
く
さ
わ
っ

て
み
る
（
図
②
）
 

②
今
度
は
左
腕
を
頭
の
下
に

入
れ
、
乳
房
の
内
側
か
ら
 

②
 

図
 外

側
へ
向
か
っ
て
さ
わ
っ

て
み
る
（
図
③
）
 

…
し
こ
り
を
捜
す
と
き
は

必
ず
指
の
腹
で
な
で
る
よ

う
に
、
ま
た
は
軽
く
も
む

よ
う
に
す
る
 

⑧
わ
き
の
下
に
指
を
入
れ
、
 

リ
ン
パ
腺
の
グ
リ
グ
リ
を

調
べ
る
 

④
右
側
の
乳
房
に
つ
い
て
も
 

③
 

図
 同

様
に
 

＆
 
最
後
に
左
右
の
乳
頭
を
し
 

ぽ
る
。
血
液
や
膿
の
よ
う
 

な
分
泌
物
が
出
な
い
か
。
 

以
上
が
自
己
検
診
の
や
り
方

で
す
が
慣
れ
れ
ば
五
分
と
か
か

り
ま
せ
ん
。
初
め
は
し
こ
り
が

あ
る
の
か
な
い
の
か
要
領
を
得

な
く
て
も
何
回
か
や
っ
て
る
う

ち
に
、
段
々
感
触
を
覚
え
、
万

一
し
こ
り
が
で
き
て
も
す
ぐ
に

発
見
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

終
稿
に

一
言
。
乳
ガ
ン
は
婦

人
科
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
乳
ガ
ン
の

診
断
や
治
療
は
外
科
医
が
中
心

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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羽
佐
間
正
雄
氏
 

講
演
会
の
 

お
知
ら
せ
 

▼
日
時
 
九
月
二
十
四
日
（水
）
 

午
後
七
時
か
ら

▼
場
所
 
商
工
会
館
ホ
ー
ル
 

▼
テ
ー
マ
 
「勝
負
に
生
命
を
燃

ゃ
す
男
た
ち
の
ド
ラ
マ
」
 

▼
講
師
 

N
H
Kチ
ー
フ

・
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
羽
佐
間
正
雄
氏

※
受
講
は
無
料
で
す
。
 

ー
 

秋
元
 
恵
里

櫛
引
 
恒
介

鳴
海
 
公
大

白
川
香
菜
美

山
中
 
郷
試

工
藤
志
緒
利

今
 

優
子
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

楠
美
 
茂
樹
（
贋
文
）
金
 
木

角
田
 
淳
子
（
善
正
）
金
 
木

長
内
 
嘉
秋
（
嘉七
郎
）鶴
田
町

木
村
は
ぎ
江

（
誠蔵
）
嘉
 
瀬

深
田
 
兆

（
厚
）
嘉
 
瀬

泉
谷
久
美
子

（
晃雄
）
喜
良
市

水
上
 
孝
一
（喜
美
枝
）
金
 木

寺
沢
 
祐
子

（
信
）

鯵
沢
町

工
藤
 
信
昭
（
忠
信
）
嘉
 
瀬

野
宮
 
誠
子
（
や裏
子
）
金
 木

加
賀
田
光
行
（
美智
治
）
中
里
町

木
下
 
京
子

（
文雄
）
嘉
 
瀬
 

お
く
や
み
 

小
寺
 

恵

秋
元
清
五
郎

今
 

正
紀

花
田
 
き
ね

波
利
摩
ョ
シ

伊
藤
 
良
雄
 

、
人
口
と
世
帯
ノ
 

／
 

、
 

金
木
病
院

力
ル

テ

⑩
 

乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法
 

外
科
医長
 

唐
牛
 
忍
 

毎
月
一
定
の
日
に
自
己
検
診
 IHHH'mHHト《lHトIト“’イト任， 
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はじめまして 

恵 里ちゃん 

7 月25日生まれ

体重 3,040グラム

神 原 

秋元正治さんの長女 

8月31日現在 前年同月比

男 6.735人 -100 

女 7,316人 一 52 

ifl 14,051A -152 

世帯数 3,916世帯＋ 15 
	ノ 
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